


























A Study of Facial Tattoos on the Seediq People, an Indigenous Tribe in Taiwan Region 
Abstract：The Seediq people are an indigenous tribe that have lived mainly in the middle of 
Taiwan’s Central Mountain Range. They are known for their customs of headhunting and 
sporting facial tattoos. In past studies, the Seediq tribe was considered part of the Atayal tribe 
in terms of tribal family and language, and thus studies on the former fell in the domain of 
studies on the latter. In 2008, the Seediq tribe was officially recognized as Taiwan’s fourteenth 
indigenous group. Consequently, cultural studies on the tribe became an independent field with 
greater significance attached. Among all in Taiwan region indigenous groups, only the Atayal, 
Seediq and Taroko tribes have the culture of genuine facial tattoos. This is why they are called 
facial tattoo tribes.
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For the Seediq people, facial tattoos are a symbol of adulthood. These tattoos also take on an 
important social function in giving the Seediq a distinctive tribal identity. Moreover, being 
closely associated with their identity and rituals, their facial tattoos play an important role. In 
1913 when Taiwan was under Japanese occupation, facial tattoos were banned and the tattoo 
techniques lost. This had a severe impact on the tattoo’s social function and caused an identity 
crisis among the Seediq people. Today only one elderly Seediq person wears facial tattoos, which 
indicates that the custom has died out. In the early 21st century, however, a movement to 
restore their facial tattoo culture began, even though the tattoo techniques used are different 
from the traditional ones. 
This paper will discuss the traditional facial tattoo culture of the western Seediq people who 
live in Ren’ai Township, Nantou County. In particular, the tattoos’ definition, origin, process, 
taboos, instruments and pattern differences by gender will be closely examined. At the same 
time, the Seediq’s tattoo patterns will be compared to the patterns of other tribal language 
groups as well as to the Atayal and Taroko tribes. Furthermore, the current situation and trend 
of the facial tattoo restoration movement and issues in the restoration process will be explored. 





































































































































































本研究の聞き取り調査は、2019 年 8 月 11 日に清流部落で行われた。また、先行調査として、2016
年 11 月 27 日と 2017 年 11 月 3 日にも清流部落で行われた。聞き取りの調査対象は、すべてセデッ













とした。この部落を選定した理由は次の 4 点である。1 点目は、霧社事
件の関係部落として参考になる資料が多いことである。2 点目は、この部落が西部セデック族の代表
的な部落である点である。3 点目は、映画『セデック・バレ』の主人公で、霧社事件の中心人物であ



















































よるが、一つの部落には、弟子と師匠の文面師を含め、基本的に 3 ～ 5 名の文面師がいる。その中で、
































































































排針（Tatuk）　郭は、これを「文面針座板」と称する。外観はブラシと似ている。長さ 15 ～ 20 セ
ンチで、先端部に金属製の針が付いている。その材質は、布を縫うときに使う針と同じである。針の
末端が、木柄に差し込まれている。木柄のサイズは、先端部の針の数量によって異なっている。先端
部に残された針の長さは、1 ～ 3 センチである。金属の針が使用される以前は、荊棘系などの植物の
刺と竹でつくられた針が使われていた。排針は彫る部位によって異なる。先端部の針は 1 列から 4 列
まであり、それぞれの列には 4 ～ 12 本程度の針がある。文面師は一般的に複数の排針を持ち、紋様
によって異なる排針を使うという（写真 2　右から 2 番目）。
『蕃族調査』には、2 種類の排針の手書き図が収録されている（中央研究院民族学研究所　2011：
87）。図 2 の右側のものは、皮製の文面道具の収納袋であると推測されるが、今では考証できない。










（筆者撮影 2017 年 11 月）
写真 2　順益台灣原住民博物館にある文面器具
（筆者撮影 2019 年 8 月）
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血を除去する器具　タイヤル族のものも含めると、3 種類に分類される。一つは、セデック族で最






















































































セデック族男性の額の文面は、幅約 5 分（1.5 センチ）、長さ 2 寸（6 センチ）ほどである。単線條
1 段枠付き形がセデック族ではよくみられる。森丑之助によれば、単線條 1 段（枠付き）の形は、霧
社群と木瓜蕃でみられるとされる（森 1917：199）。『台湾番族慣習研究』（台湾総督府番族調査会　
1921）の記載によれば、南投県の西部セデック族の額の文面の長さは比較的短く、約 1 寸 5 分（4.5
センチ）であり、東部トロック語群（現タロコ族）のは細長く、幅は約 3 分 5 厘（0.9 センチ）から




















に 1 條とその両側に小形のもの各 1 條を付けている特例がある（台湾総督府番族調査会　1921：
349）。これは十字形の額の文面に対する記録であると思われる。また、このような十字形文面の記録
は、他の部族では一切みられないため、おそらくタウツァ語群特有のものであると推測される。セデッ
ク族女性も男性と同じく、6 ～ 7 歳のころに額の文面を彫る。初めに額の中央に 1 條を彫る。次に、




は異なっているようである。最初に額の中央に 2 條彫り、その後、右と左に 2 條ずつ條数を増やすと
いう方法かもしれない。ただし、その具体的な方法については、現在明らかにすることができない。
管見の限り、これまでセデック族西部タックダヤ語群において、額に 3 條の文面をした女性は 1 人
もみられない。といっても、若い女性の場合、條数を追加する可能性があるので、ここでの対象者は
成年、年長の女性だけである。郭も、かつて部落で年長の親戚を調査したことがあった。その結果は、
少なくとも西部タックダヤ語群の範囲では、額に 3 條の文面をした女性は 1 人もいなかったという。
写真 3　木瓜蕃ユハタ社の頭目と副頭目　（林 1995:12）
写真 4　セデック族西部タックダヤ語群　朝阿三氏（2000 年撮影　
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額部 頬部 顎部 手部、腕部 足部
男性
基本的に1 條のみである。木瓜
蕃では 5 條、7 條の場合がある。









1 條、3 條、5 條、7 條の場合







































現在、清流部落には、伝統的な文面をしている人は 1 人もいない。20 世紀以降、セデック族によ
る「正名運動」の影響により、セデック族の年中行事において、黒い塗料で顔に簡単な文面を描くと
いう「象徴的な文面」が始まった。さらに近年では、30 代～ 50 代のセデック人たちを中心に、伝統
的な文面文化の完全復興を主張する人たちが現れた。彼らの中には、現代的な入れ墨の方法で文面を










































筆者は、清流部落で 6 名のセデック族に対し、文面に関する聞き取りを行った。その 6 名は 40 代





















































(6) セデック名は DakisPawan で、漢名は郭明正である。セデック族タックダヤ語群清流部落人で霧社事件マヘボ






































全連合新聞綱中央社 2019 年 10 月 18 日報『文面國寶林智妹盛裝族服高歌迎賓』全連合新聞綱中央社
＜ https://udn.com/news/story/7328/4112820 ＞
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